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第12回にのみや観光フォトコンテスト佳作
添田英治さんの作品
（梅沢海岸　平成18年7月28日撮影）

今年の「湘南にのみや花火の祭典」は
7月27日（金）に開催します！

●今月の紙面

バリアフリー工事で固定資産税が減額…⑦
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安全安心まちづくり

  子どもを狙う事件に注意！………②
二宮を熱くする起業家を支援！………④

協働まちづくり補助金事業報告………⑤

未納にしないで、国民年金……………⑥



　
子
ど
も
同
士
で
遊
ぶ
時
間
が
多

く
な
る
夏
休
み
。
そ
ん
な
時
を
狙

っ
て
不
審
者
が
近
づ
き
ま
す
。

　
不
審
者
か
ら
の
「
声
か
け
」
は
、

誘
拐
や
暴
行
な
ど
の
凶
悪
事
件
に

発
展
す
る
場
合
が
あ
り
、
軽
視
で

き
ま
せ
ん
。

　
平
成
18
年
中
の
神
奈
川
県
内
の

「
声
か
け
」
事
案
は
、
平
成
15
年

中
よ
り
３
倍
以
上
増
え
て
１
９
２

件
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
誰
と
ど
こ
に
遊
び
に
行
っ
て
、

い
つ
帰
る
か
」
は
最
低
限
必
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
ま

た
、
な
ん
で
も
話
す
環
境
は
、
親

子
の
関
係
作
り
と
と
も
に
、
万
が

一
の
と
き
に
も
大
変
重
要
で
す
。

　
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
や
有
害
サ

イ
ト
か
ら
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
な
が
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
子
ど
も
は
好
奇
心
が
強
い
う
え
、

危
険
に
対
し
て
の
認
識
が
薄
い
た

め
、
親
が
知
ら
な
い
間
に
被
害
に

遭
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
は
、
買

い
与
え
る
だ
け
で
は
危
険
で
す
。

使
い
方
の
善
し
あ
し
に
つ
い
て
、

子
ど
も
に
き
ち
ん
と
話
す
と
と
も

に
、
有
害
情
報
が
見
れ
な
い
フ
ィ

ル
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
導

入
す
る
な
ど
し
て
、
子
ど
も
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　
夏
休
み
は
気
の
ゆ
る
み
や
、
ち

ょ
っ
と
し
た
冒
険
心
で
「
万
引
き
」

や
「
家
出
」
を
す
る
子
ど
も
が
増

え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
自
分
の
子
に
限
っ
て
」
と
思

い
が
ち
で
す
が
、
例
え
そ
う
で
あ

っ
て
も
、
「
悪
い
事
は
や
っ
て
は

い
け
な
い
」
こ
と
を
繰
り
返
し
言

い
聞
か
せ
ま
し
ょ
う
。

　
保
護
者
が
子
ど
も
と
一
緒
に
地

域
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
地

域
の
方
も
見
守
り
や
す
く
な
る
ほ

か
、
保
護
者
も
付
近
の
子
ど
も
た

ち
の
こ
と
が
わ
か
り
、
声
を
か
け

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
積
極
的
に
防
犯
パ
ト
ロ

ー
ル
等
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
犯

罪
情
報
な
ど
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
、
青
少
年
関
連
団
体
と

連
携
し
た
り
、
こ
の
夏
か
ら
導
入

す
る
防
犯
巡
回
用
の
青
色
灯
搭
載

車
両
を
使
っ
た
り
し
て
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
夏
休
み
期
間
中
の
学
校

で
は
、
先
生
が
毎
日
町
内
を
巡
回

し
て
、
児
童
生
徒
の
安
全
の
確
保

に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

　
６
月
１
日
付
け
で
、
地
域
の

方
々
７
名
が
神
奈
川
県
公
安
委

員
会
か
ら
、
大
磯
警
察
署
協
議

会
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
協
議
会
は
、
警
察
署
の
業

務
運
営
に
民
意
を
反
映
さ
せ
る

た
め
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て

地
域
住
民
の
意
見
を
聞
き
、
ま

た
警
察
業
務
の
理
解
と
協
力
を

求
め
る
た
め
の
機
関
で
す
。

大
磯
警
察
署
　
72
―

０
１
１
０

地
域
と
警
察
の
架
け
橋
に

麻田　聡子　委員

安部　健治　委員

坂井　俊六　委員

関野　好一　委員

峯村千壽子　委員

武藤　博美　委員

脇　　　環　委員

大磯警察署協議会委員

（五十音順）



　
科
学
警
察
研
究
所
の
調
査
で
は
、

０
・
０
１
㎎
／
　
（
日
本
の
罰
則

適
用
濃
度
は
０
・
１
５
㎎
／
　
）

で
も
視
覚
機
能
に
影
響
が
出
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
一
杯
だ
け
」
で
も
、
自
制
心

が
失
わ
れ
、
速
度
超
過
な
ど
の
危

険
な
運
転
行
動
が
現
れ
ま
す
。

　
一
般
的
に
「
お
酒
が
強
い
人
」

は
ア
ル
コ
ー
ル
が
分
解
さ
れ
て
で

き
る
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
（
顔
面

紅
潮
、
脈
拍
の
加
速
、
頭
痛
な
ど

を
生
じ
さ
せ
る
）
の
処
理
能
力
が

高
く
、
外
見
か
ら
見
て
も
正
常
に

見
え
ま
す
。

　
し
か
し
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
分
解

さ
れ
る
ま
で
に
脳
に
影
響
し
、
思

考
力
や
判
断
力
を
鈍
ら
せ
る
の
で
、

お
酒
に
強
い
人
で
あ
っ
て
も
脳
に

与
え
る
影
響
は
同
じ
で
す
。

　
大
磯
警
察
署
で
は
、
大
磯
警
察

署
協
議
会
の
提
案
を
受
け
、
署
管

内
で
自
動
車
を
保
有
す
る
事
業
所

か
ら
な
る
、
大
磯
・
二
宮
安
全
運

転
管
理
者
会
と
連
携
し
、
「
ハ
ン

ド
ル
キ
ー
パ
ー
」
カ
ー
ド
を
作
製

し
ま
し
た
。

　
こ
の
カ
ー
ド
は
、
取
引
先
や
同

僚
と
の
酒
宴
な
ど
に
出
席
す
る
際

に
、
お
酒
を
飲
ま
な
い
で
帰
り
に

運
転
役
を
務
め
る
こ
と
を
示
す
も

の
で
、
お
酒
を
勧
め
て
は
い
け
な

い
人
が
一
目
で
わ
か
る
と
と
も
に
、

飲
酒
運
転
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
不
幸
を
生
ま
な
い
た

め
に
、
今
後
も
事
業
所
や
家
庭
、

地
域
ぐ
る
み
で
飲
酒
運
転
撲
滅
の

意
識
を
高
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
大
磯
警
察
署

　
　
72
―

０
１
１
０

　
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

　
海
岸
で
地
震
を
感
じ
た
と
き

は
、
す
ぐ
に
海
岸
を
離
れ
、
安

全
な
場
所
に
避
難
し
て
、
津
波

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
相
模
湾
沿
岸
の
８
市
６
町
で

は
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る
と

言
わ
れ
て
い
る
、
南
関
東
地
震

に
よ
る
津
波
の
来
襲
を
想
定
し

て
、
７
月
31
日
（
火
）
14
時
か

ら
津
波
対
策
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
　
当
町
で
は
袖
が
浦
海
岸
周
辺

で
、
海
水
浴
客
等
の
避
難
誘
導

訓
練
、
お
よ
び
上
空
か
ら
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
る
水
難
者
捜
索

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
推
進
課
防
災
安
全
係

町の犯罪発生状況
５月 累計

（１月～５月）

空 き 巣 等

出店荒し等

ひったくり

車 上 狙 い

自 転 車 盗

そ　の　他

合　　　計
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シ
ー
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到
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日程 内　　　容 講師（敬称略）

7/29 金をかけない起業のヒント

生涯顧客を創る方程式

創業の際、知っておきたい

資金調達のルール

インターネットでお客を呼

び込むマル秘方程式

創業の際、知っておきたい

雇用のルール

コミュニケーションスキル

を高めるヒント

長く続けられる経営戦略の

ヒント

金子　哲雄

長瀬夕祐子

8/5

8/19

8/26

9/2

国民生活金融

公庫職員

岩上　　誠

雇用能力開発

機構職員

長瀬夕祐子

金子　哲雄

お金をかけずに知恵をぎゅ～っと絞った

実践起業家セミナー



環境づくりフォーラム

二宮町まちづくり
　　ボランティア連合会

大磯地区更生保護女性会
　　二宮支部

まちづくりボランティアいきいき活動広報事業

竹酢液の蒸留装置と活動や作業のための屋根新設工
事

発足一周年記念講演会、調査・記録年報の刊行

町内福祉施設での花活け事業

環境情報誌づくりと環境フォーラムの開催

まちづくり「湘南二宮会」 「坂上二郎」講演会の開催

ＣＡＮ まちづくりボランティア国際交流事業

元気なにのみや向上委員会 第３回吾妻山☆菜の花まつり開催事業

地域の環境を良くする会 　川・梅沢川の水質浄化事業

湘南二宮ＩＴクラブ

湘南二宮・ふるさと炭焼き会

小学校パソコン講習授業支援

ＷＥ２１ジャパンにのみや モンゴルで役に立つあなたの不用品活用事業

有機の会 家庭生ごみ処理機の上手な使い方冊子づくり

　川をきれいにする会 　川自然再生事業

車椅子レクダンス普及会
　　二宮支部

戦時下の二宮を記録する会

車椅子レクリエーションダンスの普及ボランティア
事業

85,482円

8,936円

209,000円

37,500円

62,484円

257,000円

44,000円

401,000円

41,500円

100,000円

100,000円

60,000円

10,823円

113,000円

平成18年度補助金交付実績

団　　体　　名 交付実績額 補　　助　　事　　業

ス
タ
ー
ト
支
援

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
支
援



★免除の対象となる所得（収入）の目安

※「申請者本人」、「申請者の配偶者」、「世帯主」が免除基準に該当していることが

　必要です。

※３人・１人扶養は、夫か妻のどちらかに所得（収入）がある世帯の場合です。

扶養人数

全額免除

4分の1納付

2分の1納付

4分の3納付

3人扶養（夫婦・子2人）

１６２万円（２５７万円）

230万円（354万円）

２８２万円（４２０万円）

335万円（486万円）

1人扶養（夫婦のみ）

９２万円（１５７万円）

142万円（229万円）

１９５万円（３０４万円）

247万円（376万円）

扶養なし

５７万円（１２２万円）

93万円（158万円）

１４１万円（２２７万円）

189万円（296万円）

　
平
成
９
年
の
基
礎
年
金
番
号
の

導
入
で
、
今
ま
で
転
職
や
転
居
等

に
よ
り
、
一
人
が
複
数
持
っ
て
い

た
基
礎
年
金
番
号
を
一
本
化
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
統
合
さ
れ
て
い
な

い
記
録
が
、
該
当
者
不
明
の
ま
ま

約
５
０
０
０
万
件
あ
り
ま
す
。

　
未
統
合
の
年
金
記
録
は
大
切
に

保
管
し
て
い
ま
す
が
、
適
正
な
年

金
支
給
の
た
め
、
み
な
さ
ん
の
年

金
記
録
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク
さ

せ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
町
を
管
轄
す
る
平
塚
社
会
保

険
事
務
所
で
は
、
専
門
の
相
談
窓

口
を
開
設
し
、
み
な
さ
ん
の
年
金

加
入
記
録
の
確
認
な
ど
に
対
応
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ご
相
談
の
際
に
は
、
年

金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の

わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
お
電
話
で
の
問
い
合
わ
せ
は
、

「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
ま
で
お

願
い
し
ま
す
。

　
０
５
７
０
―

05
―

１
１
６
５

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
―

65
―

７
８
３
０

　
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
年
金
加
入
履
歴
の
確
認
を

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

h
ttp
:/
/
w
w
w
.sia
.g
o
.jp

・
確
認
の
た
め
、
統
合
さ
れ
た
加

入
履
歴
を
順
次
郵
送
し
ま
す
。

・
未
統
合
の
記
録
が
あ
る
可
能
性

の
あ
る
方
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
社
会
保
険
庁
に
記
録
が
な
い
場

合
は
、
領
収
書
等
の
証
拠
が
な

く
て
も
、
元
雇
用
主
の
証
言
な

ど
を
元
に
、
第
三
者
委
員
会
で

判
断
す
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す
。

　
平
塚
社
会
保
険
事
務
所

　
　
22
―

１
５
１
５
（
代
）

　
町
民
課
保
険
年
金
係

〈
対
象
者
〉

①
申
請
者
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯

主
の
い
ず
れ
も
、
表
の
基
準
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

②
失
業
、
倒
産
、
事
業
の
廃
止
、

天
災
な
ど
に
あ
っ
た
こ
と
が
確

認
で
き
る
方

③
障
害
者
ま
た
は
寡
婦
で
、
前
年

の
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
④
本
人
ま
た
は
他
の
世
帯
員
が
生

活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助
以

外
の
扶
助
を
受
け
て
い
る
方

⑤
特
別
障
害
給
付
金
を
受
給
し
て

い
る
方

※
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶
助

や
障
害
年
金
を
受
け
て
い
る
方

を
対
象
と
し
た
『
法
定
免
除
』

の
制
度
も
あ
り
ま
す
。

　
申
請
が
認
め
ら
れ
る
と
、
７
月

か
ら
翌
年
の
６
月
ま
で
、
全
額
・

半
額
・
４
分
の
３
・
４
分
の
１
免

除
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
た
だ
し
、
一
部
が
免
除
さ
れ
た

場
合
で
、
免
除
分
を
差
し
引
い
た

保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
、
未

納
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
30
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
そ
れ
ぞ
れ
の
前
年
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
し
認

め
ら
れ
る
と
、
世
帯
主
の
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
期
間
の
保
険

料
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
平
成
19
年
７
月
中
は
平
成
18
年

７
月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
・
猶

予
申
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
で

未
納
と
な
っ
て
い
る
方
は
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番

号
の
わ
か
る
も
の

②
印
鑑
（
本
人
署
名
時
は
不
要
）

③
学
生
証
（
学
生
の
み
）

※
失
業
を
理
由
と
す
る
場
合
は
、

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
な
ど
が

必
要
で
す
（
コ
ピ
ー
可
）

　
町
民
課
保
険
年
金
係

未
納
に
し
な
い
で
、
国
民
年
金

未
納
に
し
な
い
で
、
国
民
年
金

未
納
に
し
な
い
で
、
国
民
年
金

未
納
に
し
な
い
で
、
国
民
年
金

未
納
に
し
な
い
で
、
国
民
年
金

〜 
学
生
以
外
も
免
除
・
納
付
猶
予 

〜

　
経
済
的
な
理
由
等
で
国
民
年

金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が

困
難
な
場
合
に
は
、
申
請
に
よ

り
保
険
料
の
納
付
が
免
除
・
猶

予
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
び
の
年
金
記
録
を
め
ぐ

る
問
題
に
つ
い
て
は
、
大
変
ご
心

配
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
こ
と

を
、
心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま

す
。



町民相談



一般廃棄物焼却炉等操業差止等請求事件の和解について

　平成14年５月13日に緑が丘住民5名から提訴された標記の事件に関し、町と原告がお互いに歩み寄る

ことで、平成19年５月29日に裁判上の和解をすることができましたので、その経過および和解条項等に

ついてお知らせします。

・平成18年11月の町長選挙で「町が抱える２つの裁判を早急に解決します」と公約した坂本町長が

誕生する。

・平成19年３月下旬に原告側弁護士から町側弁護士に対し和解解決を探る話がある。

・双方の弁護士を介して和解条件の協議を行ったところ一定の方向性が見えたため、４月17日の公

判時に町側弁護士から裁判長に対して正式に和解の申し入れを行う。

・和解条件の詰めを行った結果、裁判所において下記和解条項による和解調書が作成される。

・平成19年５月18日の町臨時議会に関連議案を提出し、全会一致で可決される。

・平成19年５月29日に横浜地方裁判所小田原支部において、裁判長の立会いのもと、原告（全員）

と坂本町長との間で和解が成立する。

　被告二宮町と原告らは、平成19年９月30日限り、各焼却炉及び最終処分場の操業を停止すること

を合意する。

　被告二宮町は、原告1名に対し、本件に関する解決金として、金75万円の支払義務のあることを

認める。

　被告二宮町は、原告4名に対し、本件に関する解決金として、それぞれ金50万円の支払義務のあ

ることを認める。

　被告二宮町は、原告らに対し、第２項及び前項の金員を、平成19年７月31日限り、原告らの指定

する預金口座に振り込む方法により支払う。但し、振込手数料は、被告二宮町の負担とする。

　原告らは、被告二宮町に対するその余の請求を放棄する。

　原告らと被告二宮町は、原告らと被告二宮町との間には、本件に関し、本条項に定めるほか、何

らの債権債務のないことを相互に確認する。

　原告らと被告二宮町との間に生じた訴訟費用及び和解費用は各自の負担とする。

（原告氏名等は省略しています）

①焼却場の操業については、平成14年９月に公表した町の基本方針「循環型社会に向けた町のごみ

処理について」の中で、停止する方針を決定していました。その後、停止に向けて準備を進めて

きましたので、改めて町の既定方針を堅持することが原告の主張に合致すると判断しました。

②最終処分場については、すでに埋立を停止しています。

③原告らの慰謝料請求に対しては、裁判で過去の一時期において、焼却場の不適切な運用の事実を

認めています（因果関係は認めていない）。一切の事情を考慮すると、一定の範囲で金員による

解決はやむをえないと判断しました。

問い合わせ　環境課 廃棄物対策係



　
一
部
の
無
責
任
な
飼
い
主
の
た

め
に
、
公
園
の
砂
場
や
芝
生
、
道

路
や
海
岸
な
ど
、
公
共
の
場
が
犬

猫
の
フ
ン
尿
で
汚
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
公
園
や
海
岸
は
子
ど
も
を

は
じ
め
、
多
く
の
人
達
が
憩
い
の

た
め
に
利
用
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
中
、
フ
ン
尿
に
よ
り
衛

生
上
良
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
み

ん
な
の
大
切
な
憩
い
の
場
を
、
気

持
ち
よ
く
使
う
こ
と
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
被
害
に
遭
っ
て
い
る
の
は
公
共

の
場
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
般
家
庭
の
庭
も
「
の
ら
猫
」

だ
け
で
な
く
、
「
飼
い
猫
」
の
被

害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　
散
歩
中
の
犬
に
、
玄
関
先
に
フ

ン
を
さ
れ
た
う
え
、
処
理
も
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
事
例
は
よ
く
聞

き
ま
す
が
、
き
れ
い
に
育
て
上
げ

た
花
が
猫
に
荒
ら
さ
れ
た
り
、
刈

り
揃
え
た
芝
生
の
な
か
に
フ
ン
を

さ
れ
、
家
中
が
臭
い
と
い
っ
た
事

例
も
相
当
多
い
よ
う
で
す
。

　
犬
の
散
歩
の
際
に
フ
ン
を
持
ち

帰
る
の
は
当
然
の
こ
と
、
猫
に
つ

い
て
も
、
で
き
る
だ
け
家
の
中
で

飼
い
、
ト
イ
レ
も
き
ち
ん
と
し
つ

け
、
家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
飼

育
し
て
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、
散
歩
中
の
人
が
犬
に

噛
ま
れ
る
と
い
う
残
念
な
出
来

事
が
あ
り
ま
し
た
。
幸
い
な
こ

と
に
大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
ひ
と
つ
間
違
え
る
と

大
き
な
事
故
に
な
り
ま
す
。

　
散
歩
中
は
し
っ
か
り
と
引
き

綱
を
つ
け
、
十
分
制
御
で
き
る

ひ
と
が
連
れ
て
行
く
と
と
も
に
、

敷
地
内
で
あ
っ
て
も
、
お
り
に

入
れ
る
か
丈
夫
な
綱
や
鎖
で
つ

な
ぎ
、
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し

ょ
う
。

　
生
後
３
か
月
以
上
の
犬
に
は
、

登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
の
義

務
が
あ
り
ま
す
。

　
登
録
・
注
射
済
み
の
際
に
発

行
す
る
鑑
札
・
注
射
済
票
を
首

輪
に
つ
け
て
お
け
ば
、
迷
子
に

な
っ
た
と
き
に
飼
い
主
を
捜
し

出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
環
境
課
環
境
推
進
係



介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

負
担
軽
減
・
償
還
制
度

　
介
護
（
予
防
）
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
さ
れ
る
方
を
対
象
に
、
次
の
よ

う
な
負
担
軽
減
・
償
還
制
度
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
際

の
居
住
費
（
滞
在
費
）
と
食
費

①
介
護
保
険
施
設
（
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
・
介
護
老
人
保
健

施
設
・
介
護
療
養
型
医
療
施
設
）

②
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入

所
生
活
介
護
・
短
期
入
所
療
養

介
護
※
介
護
予
防
含
む
）

　
平
成
17
年
度
税
制
改
正
（
高
齢

者
の
非
課
税
限
度
額
の
廃
止
）
に

よ
り
、
利
用
者
負
担
段
階
が
第
４

段
階
と
な
っ
た
方
は
、
平
成
20
年

６
月
末
ま
で
の
間
、
次
の
よ
う
な

激
変
緩
和
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

①
負
担
段
階
が
２
段
階
上
昇
し
た

方
（
第
２
↓
第
４
段
階
）

↓
１
段
階
上
昇
に
と
ど
め
る

②
負
担
段
階
が
１
段
階
上
昇
し
た

方
（
第
３
↓
第
４
段
階
）

↓
収
入
や
世
帯
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
利
用
者
負
担
額
の
軽
減
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
る

住
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
、

介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
く
、

収
入
や
世
帯
の
状
況
、
資
産
や

預
貯
金
額
な
ど
を
考
慮
し
、
特

に
生
計
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

ら
れ
る
方

原
則
と
し
て
利
用
者
負
担
額
の

１
／
４
（
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
は
１
／
２
、
税
制
改
正
に
伴

う
激
変
緩
和
対
象
者
は
１
／
８
）

介
護
保
険
の
給
付
対
象
と
な
る

介
護
サ
ー
ビ
ス
全
般

①
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
居

宅
療
養
管
理
指
導
・
特
定
施
設

入
居
者
生
活
介
護
・
認
知
症
対

応
型
共
同
生
活
介
護
な
ど

②
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
介

護
老
人
保
健
施
設
・
介
護
療
養

型
医
療
施
設

　
軽
減
対
象
者
に
は
、
認
定
証

を
交
付
し
ま
す
。
社
会
福
祉
法

人
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
た

場
合
、
こ
の
認
定
証
を
提
示
す

る
こ
と
に
よ
り
、
支
払
い
時
に

減
額
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
以
外
の
事
業

者
が
お
こ
な
う
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
さ
れ
た
場
合
、
後
日
申

請
に
よ
り
支
払
っ
た
利
用
者
負

担
額
か
ら
減
額
相
当
額
を
お
返

し
し
ま
す
。

・
事
前
に
役
場
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

・
有
効
期
限
は
毎
年
６
月
末
で
す
。

認
定
を
受
け
て
い
る
方
に
は
５

月
末
頃
更
新
の
案
内
を
お
送
り

し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

○住民税非課税世帯で老齢福祉年金受
給者　○生活保護受給者

○住民税非課税世帯で合計所得金額と
課税年金収入の合計が80万円以下

○住民税非課税世帯で第２段階に該当
しない方

○課税世帯　※高齢者夫婦世帯の場合、
第３段階に該当する時があります。

対象者と負担段階

利用者負担段階別の負担限度額

第１

段階

第２

段階

第３

段階

第４

段階

利用者
負担段階

食費
（日額）

第１段階

第２段階

第３段階

第４段階
（基準額）

居住費（日額）

多床室
個室

（特養）
個室（老健・
療養型）

ユニット型
準個室

ユニット型
個室

0円

320円

320円

320円

320円

420円

820円

1,150円

300円

390円

650円

1,380円

490円

490円

1,310円

1,640円

490円

490円

1,310円

1,640円

820円

820円

1,640円

1,970円



こんにちは 健康課です　第59回



～活かします　あなたの納める貴重な税～

木造＊
住宅の



古紙・布類

資源ごみの収集量と売却代金

ビン・ガラス類

金属・空カン類

樹 脂 類

161,870㎏

５月分 前月比

18,470㎏

23,889㎏

10,535㎏

1,330,060円

11,950円

297,690円

5,267円

－34,840㎏

6,080㎏

1,850㎏

520㎏

－350,850円

1,644,967円 －343,585円

4,920円

2,276円

69円

金額総計
（売却代金は町の会計に入る）

参議院議員通常選挙はガラスのうさぎ像ガラスのうさぎ像

平和と友情のつどい平和と友情のつどい
ガラスのうさぎ像ガラスのうさぎ像

平和と友情のつどい平和と友情のつどい
ガラスのうさぎ像

平和と友情のつどい

町の人口（平成19年6月1日現在）
総　数

男

女

世帯数

29,797人
14,424人
15,373人
11,135世帯

（－50）
（－41）
（－ 9）
（＋ 7）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。

神
奈
川
県
最
低
賃
金
は

　

７
１
７
円
で
す
。

　

守
ろ
う
！
確
か
め
よ
う
！



・
新
玉
ね
ぎ
（
中
）
　
２
個

・
だ
し
汁
　
４
０
０

・
塩
　
　
　
小
さ
じ
１
／
４

　
　
　
　
　
　
（
１
・
５
ｇ
）

①
新
玉
ね
ぎ
は
外
の
薄
皮
を
む
き
、

根
元
の
汚
い
部
分
を
薄
く
切
り

取
り
、玉
ね
ぎ
が
踊
ら
な
い
よ
う

に
鍋
に
ぴ
っ
た
り
並
べ
入
れ
る
。

②
だ
し
汁
を
①
に
ひ
た
ひ
た
に
加

え
、
塩
を
入
れ
煮
立
て
、
落
と

し
蓋
を
し
た
ら
弱
火
で
コ
ト
コ

ト
40
〜
50
分
煮
る
。

③
柔
ら
か
く
な
っ
た
ら
火
を
止
め
、

そ
の
ま
ま
む
ら
す
。

☆
玉
ね
ぎ
は
、
根
元
を
切
り
す
ぎ

る
と
外
側
か
ら
は
が
れ
て
し
ま

う
の
で
注
意
！

※
コ
ン
ソ
メ
ス
ー
プ
の
素
（
１
個

４
ｇ
…
２
人
分
）
を
使
う
と
洋

風
に
な
り
、
ベ
ー
コ
ン
を
加
え

る
と
風
味
が
増
す
。

「
郷
土
料
理
開
発
研
究
レ
シ
ピ
」

（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
二
宮
・
町
協
力

事
業
）
よ
り

エ
ネ
ル
ギ
ー
　
41

た
ん
ぱ
く
質
　
１
・
６
ｇ

脂
肪
　
０
・
１
ｇ

カ
ル
シ
ウ
ム
　
28
㎎

食
塩
相
当
量
　
０
・
９
ｇ

　
玉
ね
ぎ
は
保
存
が
き
き
、
サ
ラ

ダ
、
煮
物
、
炒
め
物
等
ど
の
料
理

に
も
合
う
使
い
や
す
い
野
菜
で
す
。

　
切
る
と
目
に
し
み
る
刺
激
成
分
、

硫
化
ア
リ
ル
（
ね
ぎ
類
に
共
通
）

は
血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
し
て
動
脈

硬
化
を
防
い
だ
り
、
疲
労
回
復
、

神
経
鎮
静
作
用
な
ど
の
効
果
が
あ

り
ま
す
。
生
で
使
う
時
は
、
切
っ

て
か
ら
水
に
さ
ら
さ
ず
30
〜
60
分

程
度
置
く
と
効
果
が
高
ま
り
ま
す
。

加
熱
し
て
も
効
果
は
大
丈
夫
。

　
ま
た
、
玉
ね
ぎ
に
多
く
含
ま
れ

る
ケ
ル
セ
チ
ン（
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
）
の

抗
酸
化
作
用
に
よ
り
、が
ん
予
防
、

高
血
圧
予
防
の
働
き
も
あ
り
ま
す
。

　
と
は
い
っ
て
も
同
じ
も
の
ば
か

り
食
べ
て
い
て
は
、
不
足
す
る
栄

養
素
が
出
て
き
ま
す
。
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
取
り
入
れ
、
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
食
事
を
す
る
こ
と
が
一
番

大
切
で
す
。

★
食
中
毒
に
ご
注
意
！

　
食
中
毒
予
防
の
３
原
則
は
、
食

中
毒
菌
を
「
付
け
な
い
、
増
や
さ

な
い
、
殺
菌
」
で
す
。

　
健
康
課
健
康
づ
く
り
係

ml

kcal

　
玉
ね
ぎ
だ
け
で
な
く
、
お
好
み
で

色
物
も
添
え
る
と
、
よ
り
お
い
し
く

見
え
ま
す
。

　
６
月
12
日
（
火
）
健
康
づ

く
り
親
と
子
の
食
卓
コ
ン
ク

ー
ル
に
お
い
て
、
百
合
が
丘

３
丁
目
に
お
住
ま
い
の
、
伊

藤
真
理
子
さ
ん
・
那
月
君
・

未
咲
君
が
見
事
最
優
秀
賞
に

輝
き
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
食
事
と
健
康
に
つ

い
て
、
よ
り
関
心
を
も
っ
て
も
ら

う
た
め
、
家
庭
で
の
健
康
的
な
食

事
メ
ニ
ュ
ー
と
、
親
子
の
協
力
を

競
う
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

　
県
内
か
ら
多
数
の
応
募
が
あ
っ

た
中
、
子
ど
も
の
事
を
考
え
た
独

創
的
な
「
和
風
ロ
コ
モ
コ
」
と
い

う
レ
シ
ピ
と
、
お
子
さ
ん
の
積
極

的
な
姿
勢
が
評
価
さ
れ
、
町
で
初

め
て
の
快
挙
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
審
査
員
か
ら
は
「
お
子
さ
ん
が

普
段
か
ら
よ
く
手
伝
っ
て
い
る
こ

と
が
伺
え
、
調
理
し
て
い
る
姿
は
、

特
に
微
笑
ま
し
か
っ
た
」
と
の
講

評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

伊
藤
さ
ん
親
子
が
最
優
秀
賞

左
か
ら
順
に
真
理
子
さ
ん
、
未
咲
君

（
４
歳
）
、
那
月
君
（
小
４
）



と　き　7月27日（金）

ところ　山西・梅沢海岸

台船

花火打ち上げ場所

湘南にのみや

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
が
お
出
迎
え

ち
ょ
っ
と
緊
張
「
あ
ー
ん
」
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第41回白ギス投釣大会各部門優勝者（敬称略）
　　　　　　　　　　　　※白ギス５尾までの重量で審査

「
自
転
車
も
乗
れ
ば
車
の
仲
間
入
り
」

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
乗
り
ま
し
ょ
う
。

　
白
ギ
ス
投
釣
大
会
の
後
の
体
験
地

引
網
で
は
、
小
雨
の
中
み
ん
な
で
力

い
っ
ぱ
い
網
を
引
き
ま
し
た
。

一般の部（町外）
グランドチャンピオン

一般の部（町内）

女性・子どもの部

高年者の部

外 道 の 部

本山和彦（大磯町）

岸　義則（川匂）

渡辺真理（開成町）

本杉俊雄（中里）

石川明美（元町南）
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シタビラメ


